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(論文内容の要旨)

遠隔地の情景を臨場感豊かに提示することでその場に居るかのような感覚を再現す

る技術はテレプレゼ ンスと呼ばれる.近 年の計算機の高性能化やネッ トワークの高速化

により,環 境の撮影か ら映像提示までを実時間で実行可能な環境が整いつつあり,放 送

と通信の融合による次世代ネッ トワークメディアとして実時間ネットワークテ レプレ

ゼンスが注 目されている.本 研究では,遠 隔地の情景を自由な視線方向でインタラクテ

ィブに観賞可能な全方位映像 を用いたテレプ レゼンスに焦点を当て,実 時間ネ ットワー

クテ レプレゼンスにおける利用者数の増加 に対するスケーラビリティの実現,及 び高臨

場感なテ レプレゼンスのための視線方向のみな らず視点位置も自由に変更可能な画像

提示技術の実現を目指 している.本 論文は以下の4章か ら構成されている.

まず第1章 では,テ レプレゼ ンスにおいて高臨場感を実現するための要素技術 と従来

研究を概観 し,技 術的課題を整理している.そ して,具 体的な課題に対する従来の取 り

組みを紹介 し,本 研究の位置付けと目的について述べている.

第2章 では,利 用者の増加に対応可能なスケーラビリティを有する実時間ネッ トワー

クテ レプレゼンスシステムを提案 している.提 案システムでは,配 信する全方位映像 は

利用者の視線方向に非依存である特徴 と,ネ ッ トワーク上で同報通信を可能にするマル

チキャス トプロトコルを利用することでハイスケーラビリティを実現 している.

第3章 では,第2章 で提案 したシステムを基に自由に視点位置を変更可能な 自由視点テ

レプレゼ ンスシステムへの拡張について述べている.具 体的には,複 数地点に配置した

全方位カメラか らの画像を用 いて実時間で自由視点画像 を生成する手法を提案 し,そ の

手法を用いたプロ トタイプシステムを構築 している.そ して,動 的環境を対象 として生

成 された 自由視点画像の定量的画質評価を行 うとともに,提 案システムの有効性 を実験

によって検証している.

最後に第4章 では,本 研究を総括す るとともに,今 後の展望 について述べている.



氏 名 石川 智也

(論文審査結果の要旨)

本論文では,遠 隔地の情景を臨場感豊かに提示す る実時間テレプレゼ ンスにおいて,

利用者数の増加に対処す るためのスケー ラビリティの確保 と映像観賞時のインタラク

ティブ性の向上を目指 して,全 方位映像のマルチキャス ト配信 と複数視点全方位映像か

らの 自由視点画像生成 という2つ の考え方に基づ くシステム提案を行 っている.実 際に

プロ トタイプシステムを開発して,提 示映像の画質評価 ・時間遅延な どに関す る定量的

評価 と被験者実験を通 して提案方式の有効性を検証している.本 論文の成果は以下の2

点に要約される.

1.従 来の実時間ネットワークテ レプレゼ ンスシステムは,ユ ニキャス トプロ トコル

による映像伝送を行 うため,利 用者数の増加に比例したネ ットワーク帯域を必要として

いた.こ れに対 し,本 論文では,全 方位映像は利用者の視線方向に依存 しないという特

徴を利用 しマルチキャス トプロ トコルによる映像伝送を行 うことで,利 用者数 に依存 し

ないスケーラビリティを実現 している.こ れによ り,ネ ットワーク帯域の狭 い移動体無

線通信環境においても,移 動体か らの全方位映像を複数の利用者が独立 してインタラク

ティブ観賞することを可能にした.実 際に,利 用者が視線方向を自由に変更可能なテ レ

プレゼ ンスシステムを構築 し,公 開実験を通 して,提 案方式の有効性 ・有用性 を示 した.

2.映 像観賞時の臨場感向上のために,複 数地点に配置 した全方位カメラ群か らの映

像を用いた自由視点画像生成法を提案 し,シ ステムの利用者が自由に視点位置と視線方

向を変更可能な 自由視点テ レプレゼンスシステムを構築 している.提 案手法は,複 数の

全方位映像か ら,Morphingと 動物体の存在領域推定を併用 したVisualHuUの 評価に

より実時間で自由視点画像を生成するところに特徴がある.シ ミュレー ションによる自

由視点画像の定量的画質評価 とプロ トタイプシステムの被験者実験 によ りその有効性

を確認している.

以上述べたように,本 論文では,ス ケーラビリティの確保と臨場感の向上を目的とし

て,全 方位映像を用 いた実時間ネッ トワークテ レプレゼ ンスシステムを提案 し,シ ステ

ム開発 を通して,有 効性 を検証 している.本 研究は,バ ーチャル リアリティ分野におい

て,学 術,実 用の両面での貢献を認めることができる.本 論文の主要部分に相当する内

容は,既 に学会論文誌 に掲載されるとともに,国 際会議等 においても公表されている.

よって,本 論文は博十(工 学)の 学位論文 として価値あるものと認める.


